
保護者等向け 放課後等デイサービス評価表  

公表日： 2026年4月1日 
事業所名： 放課後等デイサービス　放課後等デイサービス ぽかぽかステッ  

プ大和田教室対象人数（保護者）47人　回答者数 25人　回収 53.2% 

 チェック項目  はい  どちらとも  
いえない  

いいえ  わからない  ご意見  ご意見を踏まえた対応 

環  
境
・  
体  
制  
整  
備 

① こどもの活動等
のス ペースが十
分に確保 されて
いると思いま す
か。 

24  1     

② 職員の配置数
は適 切である
と思います か。 

18  3  1  3 責任者の先生方も支援や送迎に出
てる ので大変そうです。良い先生
方が多いの で、皆さんがゆとりを
もってお子さんの支 援を出来る様
な環境を整えてあげて欲 しいで
す。  
子どもの、発達特性の性質のた
め、皆の 輪に入れないときに、１人
になりがちと話 していて、仕方が無
いことかと思います が、子どもが、
いいえの回答を選んで欲 しいと望
んだのでそうさせて貰いました。 

安全で安心できる環境を整えられ
るよう 引き続き努力して参ります。 

③ 生活空間は、こ
ども にわかりや
すく構造 化され
た環境（※1） に
なっていると思
い  
ますか。また、事
業所 の設備等
は、障害特 性に
応じて、バリアフ 
リー化や情報伝
達等 への配慮
が適切にな  
されていると思
いま すか。 

22  1   2   

④ 生活空間は、清
潔で、 心地よく
過ごせる環 境に
なっていると思 
いますか。また、
こど も達の活動
に合わせ た空間
となっている と思
いますか。 

22  2  1  子どもに、匂い過敏があったり、音
過敏 があるせいもあるのですが、
脱走する子 がよくいるために、ドア
を閉めがちになり、 汗等匂いが
籠っているときが有るのが 辛い、い
いえを選んで欲しいという希望 が
あり、こちらを選びました。 

お子さまの苦手とする様々な特性
を把握 し、そこに応じた環境を整え
られるように して参ります。 

 
 



 チェック項目  はい  どちらとも  
いえない  

いいえ  わからない  ご意見  ご意見を踏まえた対応 

適  
切  
な  
支  
援  
の  
提  
供 

⑤ こどものことを十
分に 理解し、こ
どもの特性 等に
応じた専門性の 
ある支援が受け
られ  
ていると思います

か。 

21  3   1 本人が、この中だったらこの答えと
いうこ とで選びました。 

 

⑥ 事業所が公表し
てい る支援プロ
グラム  
（※2）は、事業
所の 提供する
支援内容と 合っ
ていると思いま 
すか 。 

23  2     

⑦ こどものことを十
分 理解し、こど
もと保護 者の
ニーズや課題が 
客観的に分析さ
れた 上で、個別
支援計画 （※3）
が作成されて い
ると思いますか。 

22  3   多くの種類がある中で、その日の
やるこ とが、子どもが苦手な遊び
に集中してい て、取り組みたくない
ときがあると話して おりました。 

お子さま一人ひとりの課題に向き
合い、 例えば苦手とする課題の場
合は「見学し ていてもよい」などの
代替手段を用いる ことで安心して
過ごせるよう工夫して参 ります。 

⑧ 放課後等デイ
サービ ス計画
には、放課後 等
デイサービスガ
イ  
ドラインの「放課
後等 デイサービ
スの提供 すべき
支援」の「本 人
支援」、「家族支 
援」、「移行支援 
」で 示す支援内
容からこ どもの
支援に必要な 項
目が適切に設定
さ れ、その上
で、具体的 な支
援内容が設定さ 
れていると思い
ます か。 

20  3   2   

⑨ 個別支援計画に
沿っ た支援が行
われてい ると思
いますか。 

22  1   2   

⑩ 事業所の活動プ
ログ ラム（※4）
が固定化 されな
いよう工夫さ  
れていると思い
ます か。 

18  3  2  2 毎回色々なことを工夫してやって頂
いて、 とても感謝しております。な
かなかここま で毎回色々な課題を
やってくれる放課後  
等デイサービスは中々無いと思い
ます。 最近、自分の苦手な同じ系
統の遊びば かり、提供されている
気がすると子ども が話していまし
た。 

ありがとうございます。引き続きお
子さま 一人ひとりに見合ったプロ
グラム提供と なるよう工夫して参り
ます。 

⑪ 放課後児童クラ
ブや 児童館と
の交流や、 地
域の他のこども
と 活動する機会
があり ますか。 

3  5  7  10   

 
 



 チェック項目  はい  どちらとも  
いえない  

いいえ  わからない  ご意見  ご意見を踏まえた対応 

保  
護  
者  
へ  
の  
説  
明  
等 

⑫ 事業所を利用す
る際 に、運営規
程、支援 プログ
ラム、利用者 負
担等について丁
寧 な説明があり
ました か。 

20  3  1  1   

⑬ 「個別支援計
画」を 示しなが
ら、支援内 容の
説明がなされま 
したか。 

24    1   

⑭ 事業所では、家
族に 対して家族
支援プロ グラム
(ペアレント・ト 
レーニング（※5）
等) や家族等も
参加でき る研修
会や情報提供  
の機会等が行わ
れて いますか。 

12  3  3  7   

⑮ 日頃からこども
の状 況を保護者
と伝え合 い、こ
どもの健康や発 
達の状況につい
て共 通理解がで
きている と思い
ますか。 

18  5   2 毎回詳しいフィードバッグを下さる
ので 有難いです。  
あまりその余裕は無さそうです。 

ゆとりを持って共有化できるよう
に考え て参ります。 

⑯ 定期的に、面談
や子 育てに関す
る助言等 の支
援が行われてい 
ますか。 

15  6   4  あまりその余裕は無さそうです。  ゆとりを持って共有化できるよう
に考え て参ります。 

⑰ 事業所の職員か
ら共 感的に支援
をされて いると
思いますか。 

21  2   2   



⑱ 父母の会の活
動の 支援や、
保護者会等 の
開催等により、
保 護者同士の
交流の  
機会が設けられ
るな ど、家族へ
の支援が されて
いるか。また、 
きょうだい向けの
イベ  
ントの開催等に
より、 きょうだい
同士の交 流の
機会が設けられ 
るなど、きょうだ
いへ の支援がさ
れていま すか。 

10  1  4  10 お祭りなど、とても手がこんでい
て、親子 共に楽しめました。  
この規模は流石だなぁと思いまし
た、 

ありがとうございます。 

⑲ こどもや家族か
らの 相談や申入
れについ て、対
応の体制が整  
備されているとと
もに、 こどもや保
護者に対 してそ
のような場が あ
ることについて周 
知・説明され、相
談や 申入れをし
た際に迅 速かつ
適切に対応さ れ
ていますか。 

15  5  1  4 出席欠席、変更などその都度臨
機応変 に対応して頂き有難いで
す。  

ありがとうございます。 

⑳ こどもや保護者
との 意思の疎
通や情報 伝達
のための配慮 
がなされている
と思 いますか。 

19  3   3   

㉑ 定期的に通信や
ホー ムページ・
SNS等で、 活動
概要や行事予 
定、連絡体制等
の情 報や業務
に関する自 己評
価の結果をこど 
もや保護者に対
して 発信されて
いますか。 

19  3   3 インスタをもっと保護者に周知し
てもい いのではないかと思いまし
た。  
夏休み冬休み、祭日などその都度
もっと 分かりやすいお知らせがあ
れば有難い です。 

休日のご利用時間が変更するた
め、事 前にお伝えできるように改
善して参りま す。 

㉒ 個人情報の取
扱い に十分に
留意されて いる
と思いますか。 

22  1  1  1   

 
 



 チェック項目  はい  どちらとも  
いえない  

いいえ  わからない  ご意見  ご意見を踏まえた対応 

非  
常  
時  
等  
の  
対  
応 

㉓ 事業所では、事
故防 止マニュア
ル、緊急 時対応
マニュアル、 防
犯マニュアル、
感 染症対応マ
ニュアル 等が策
定され、保護 者
に周知・説明さ
れ ていますか。
また、発 生を想
定した訓練が 実
施されています
か。 

15  2   8   

㉔ 事業所では、非
常災 害の発生
に備え、定 期的
に避難、救出そ 
の他必要な訓
練が  
行われています
か。 

9  1   15   

㉕ 事業所より、こど
もの 安全を確保
するため の計画
について周知 さ
れる等、安全の
確  
保が十分に行わ
れた 上で支援が
行われて いると
思いますか。 

19  1  1  4 たまにドライバーさんにより、運転
が早く て怖い、赤信号を無視した、
なと子供か ら聞くことがあり、気に
なる時があります。 忙しいスケ
ジュールだと思いますが、そこ は安
全優先でお願いしたいです。 また
送迎時に鍵の確認など、ドライバー 
さんによりまちまちなので、その辺
りもお 願いしたいです。 

安全な運行となりますよう徹底して
参り ます。 

㉖ 事故等（怪我等
を含 む。）が発
生した際に、 事
業所から速やか
な 連絡や事故が
発生し た際の状
況等につい て説
明がされている 
と思いますか。 

19  1   5   

満  
足  
度 

㉗ こどもは安心感
をもっ て通所し
ていますか。  

24  1   その日がどの先生に、当たるの
か、毎回 確かめて欲しいと言われ
るので。 

見通しが必要となるお子さまもい
らっしゃ いますので、必要に応じて
ご対応させて いただきます。 

㉘ こどもは通所を
楽し みにして
いますか。  

22  3     

㉙ 事業所の支援
に満 足してい
ますか。  

17  7   1 先生が子どもに対して早く靴はけと
か服 着ろ　とか言っていて言葉使
いに疑問 を感じた  
事業所が増えてる事で先生方が
大変そ うにみえます。あまり負担
が多いと辞め てしまいそうで心配
です。送迎の人手な どもあるので
先生方がもう少しゆとりを 持てる
体制を整えてあげて欲しいです。 
夏休みなど、時間をもう少し長めに
して 欲しい 

お子さまへの声掛けの仕方など、
あらた めて改善して参ります。ご
利用時間帯な ど、今後検討させて
いただきます。 

 
※1 「本人にわかりやすく構造化された環境」とは、こども本人がこの部屋で何をするのかがわかりやすいよう、机や本棚の配置などを工夫することです。 ※2 「支援プログラム」とは、事業所における総
合的な支援の推進と事業所が提供する支援の見える化を図るため、事業所で行われている取組等について示し、公表することが求められています。 ※3 「個別支援計画」は、放課後等デイサービスを
利用する個々のこどもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援方針や支 援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させる
ための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、放課後等デイサービス事業所の児童 発達支援管理責任者が作成し、保護者等への説明を行
うとともに同意を得ることが義務付けられているものです。  
※4 「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。こどもの発達の状況や障害の特性等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想 定
されています。  
※5 「ペアレント・トレーニング」は、保護者がこどもの障害の特性やその特性を踏まえたこどもへの関わり方を学ぶことにより、こどもの行動変容することを目標とします。 


